
               令和8年度 重症心身障がい児者看護人材育成研修プログラム           別紙１ 
【岐阜県委託事業】令和 8 年度重症心身障がい児者看護人材育成研修事業                ※研修会の方法、日程、会場が変更となる場合があります。 

開催日 開始時間 科目 

（間数・単位数)  

単元  内容  時

間 

 

講師(所属・職位・氏名) 形式 会場 備考 

5 月 27 日

(水) 

9:25～ 

16:30 

9:25～ 開講式 

オリエンテーショ

ン 

    オンライン  ※ 

1 ～5 の

順で、全

科目の受

講をする

こと。 

 

9:40～11:10 

 

 

11:10～12:40 

Ⅰ．在宅支援 

（概論）     

 

重症心障がい児の

理解と医療の実際 

(計 15 時間 1 単位) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．在宅支援 

（知識①）       

 

児の成長発達を促

すための支援と 

制度 

(計 15 時間 1 単位) 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

Ⅲ．在宅支援 

（知識②） 

 

児の看護に必要な

知識 

（計15時間1単位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．在宅支援 

(技術) 

 

児の看護に必要な

技術 

Ⅰ-1 重症心身障がい児者

の実態  

・岐阜県の重症心身障がい児者の実態 

・障がい者への支援の現状と課題 

・医療的ケア児支援法とは(岐阜県の動き) 

・医療的ケア児支援センターの役割 

1.5 

 

 

1.5 

岐阜県健康福祉部医療福祉連携推進課 

障がい児者医療推進係           担当者 

医療的ケア児支援センター重症心身障がい在宅

支援センターみらい    課長 早矢仕 千里 

講義 

オンライン 

 

 13:30～16:30 Ⅰ-２ 重症心身障がい児者 

看護概論 

・重症心身障がい児とは 

・重症心身障がい児者の歴史 

・暮らしとその支援  

3 大阪医科薬科大学 

名誉教授  泊 祐子 

講義 

オンライン 

 

6 月 25 日

(木) 

9:30～ 

16:30 

9:30～12:30 Ⅳ-1  コミュニケーション

技術 

 

  

・お互いを知るためのコミュニケーション

技術 

  

3 中部学院大学看護リハビリテーション学部看護

学科          特任教授 竹下美恵子 

講義 

オンライン 

 

 13:30～16:30 Ⅰ-3 新生児医療 

新生児看護の実際 

 

・新生児医療・看護の現状 

・病院における小児在宅移行支援の実際 

  

3 岐阜県総合医療センター 

新生児集中ケア認定看護師   野田 充季                                      

講義 

オンライン 

 

6 月 30 日

(火) 

9:30～ 

16:30 

9:30～12:30 Ⅰ-4 小児の特徴 

小児医療と看護の 

動向 

・こどもの成長・発達と障がいの分類 

・生理的機能の理解/こどもの権利、こども   

基本法等 

  

3 中部学院大学看護リハビリテーション学部 

看護学科       小児看護学教授  今井 七重 

講義 

オンライン 

 

13:30～16:30 Ⅰ-5 重症心身障がい児者

の病態 

重症心身障がい児者の

医療 

・重症心身障がい児者の病態と医療 

・重症心身障がい児者の治療の実際  

3 長良医療センター               

小児科部長 山本 崇裕 

 

講義 

オンライン 

 

7 月 6 日

(月) 

9:30～ 

16:30 

 

 

 

9:30～11:00 Ⅱ-1  在宅支援① 

  

・医療的ケア児等コーディネーター 

相談支援専門員の役割と相談支援の 

実際  

1.5 社会福祉法人和光会 リトル☆スター 

医療的ケア児等コーディネーター 小嶺 友実 

講義 

オンライン 

 

11:00～12:30 Ⅱ-2 在宅支援② ・学齢期：特別支援学校 

 特別支援学校の看護師の役割と支援、 

 多職種連携 

 

1.5 長良特別支援学校 

             看護師 福田 美子 

講義 

オンライン 

 

13:30～15:00 Ⅱ-3  在宅支援③ ・障がい児の学びを支援する教育体制と 

岐阜県の動向と現状 

  

1.5 岐阜県教育委員会特別支援教育課特別支援教育

企画係               古田 友美      

講義 

オンライン 

 

15:00～16:30 Ⅱ-4 在宅支援➃ ・児童期：児童発達支援センター 

 施設・看護師の役割と支援、多職種連携  

1.5 岐阜県立希望が丘こども医療福祉センター児童

発達支援センターきらり看護師技術主査 

                山田 てるこ    

講義 

オンライン 

 

7 月 31 日 

(金) 

13:30～   

16:30 

13:30～16:30 Ⅱ-5 地域の社会資源の 

活用 

・成長発達に応じて必要な保健医療福祉制

度 

  

3 岐阜県総合医療センター 

医療ソーシャルワーカー 中村 仁隆 

講義 

オンライン 

 

8 月 20 日

(木) 

9:30～ 

16:30 

 

 

 

9:30～12:30 Ⅲ-1  重症心身障がい児者

の看護① 

・日常生活の理解と看護の実際 

 

3 Footage 訪問看護ステーション瑞穂 

小児看護専門看護師 伊東 佳洋 

講義 

集合 

1 棟 5

階特別

研修室 

13:30～16:30 Ⅲ-2 重症心身障がい児者

の看護② 

・医療的ケアの実際 

(姿勢・移動・栄養・身体清潔・一部演習

含む) 

3 愛知医科大学病院 

       小児看護専門看護師 富田 美香 

       ファシリテータ―  伊東 佳洋 

講義 

集合 

同上 

9 月 9 日

(水) 

9:30～ 

16:30 

 

 

9:30～12:30 

 

 

Ⅲ-3 障がい児と虐待   

 

  

・障がい児と虐待  

 

  

3  

 

 

 

あいち小児保健医療総合センター 

           非常勤医師 山崎 嘉久 

 

    

講義 

オンライン 

 

13:30～16:30 Ⅲ-4 重症心身障がい児者

看護の教育と看護管理 

・重症心身障がい施設における看護管理の

実際 

・質の高い看護実践のための具体的な取り

組み 

 

3 長良医療センター 

看護師長 飯本 雅美 

    

講義 

オンライン 

 

9 月 16 日

(水) 

13:30～ 

16:30 

 

13:30～16:30 Ⅲ-5 重症心身障がい児者

の看護③ 

 

  

・倫理について 

 

 

  

3 岐阜県立看護大学 

育成期看護学領域小児看護学教授 岡永 真由美 

講義 

オンライン 

 

10 月 9 日 

(金) 

9:30～ 

16:30 

9:30～16:30 Ⅳ-2 子どもの呼吸管理に

関する知識と技術 

 

・重症心身障がい児の呼吸管理に必要な知

識 

・人工呼吸器装着児の移乗（演習を含む） 

・喀痰吸引（演習を含む） 

 

6 岐阜県総合医療センター 

小児看護専門看護師 古田 晃子 

講義 

集合 

1 棟 5

階特別

研修室 
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10月29日 

(金) 

9:30～ 

16:30 

9:30～16:30 （計15時間1単位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．在宅支援 

(総論) 

 

在宅看護の実際 

（計18時間1単位） 

Ⅱ-6 地域における協働者

とのパートナーシップ 

・小児在宅医療（子どもと家族のくらし）

を地域で考えるネットワークづくり 

・重症心身障がい児者の退院支援及び地域

生活支援の実際 

・子どもの暮らしを守るリスクマネジメン

ト 

6 公益社団法人地域医療振興会 

シティ・タワー管理者・医師 島﨑 亮司 

講義 

集合 

1 棟 5

階特別

研修室 

11 月 6 日 

(金) 

9:30～ 

16:30 

9:30～12:30 Ⅳ-3 子どもの摂食嚥下に

関する知識と技術   

・子どもの成長、発達と障がいの分類 

・生理的機能の理解/こどもの権利、こども

基本法等 

・摂食嚥下、機能の発達と支援 

・重症心身障がい児の摂食嚥下ケアに必要

な知識 

・重症心身障がい児の経口摂取支援 

3 長良医療センター 

摂食嚥下障害看護認定看護師 浅野 真紀子 

 

講義 

集合 

同上 

13:30～16:30 Ⅳ-4 子どものリスク・マネ

ジメントに関する知識

と技術 

・重症心身障がい児の事故防止  

・重症心身障がい児が起こしやすい症状と   

 その対応（てんかん、アナフィラキシーシ

ョック、骨折等） 

・危険予知と緊急時の対応（心肺蘇生法：

演習を含む） 

3 大垣市民病院 

小児救急看護認定看護師 岩田 ユミ 

講義 

集合 

同上 

12 月 4 日 

(金) 

9:30～ 

16:30 

 

9:30～12:30 Ⅴ-1 在宅移行支援と多職

種連携 

・在宅における多職種連携・協働 

・重症心身障がい児者の在宅移行支援の現    

  状と課題  

3 長野県医療的ケア児等支援センター 

副センター長 亀井 智泉 

講義 

オンライン 

 ※科目Ⅴ 

の受講に

あたり臨

地実習を

除く科目

1 ～4 を

受講して

い る こ

と。 

 

13:30～16:30 Ⅴ-2 家族支援 ・家族アセスメント、家族介入の方法 

・意志決定支援 

3 地域訪問看護福ふく 

家族支援専門看護師 舩渡 弘子 

講義 

オンライン 

 

令和 9 年 

 2 月 12 日 

(金) 

 9:30～12:30 

13:30～15:00 

Ⅴ-3 重症心身障がい児と

その家族の在宅支援の

実際 

・小児在宅医療・訪問看護の実際 

・在宅における災害対策の実際  

4.5 これからの在宅医療・看護・介護を考える会 

代表 野崎 加世子 

講義 

集合 

1 棟 5

階特

別研

修室 

15:00～16:30 Ⅴ-4 まとめ ・自己課題への取組み 1.5 これからの在宅医療・看護・介護を考える会 

代表 野崎 加世子 

ファシリテーター調整中 

講義 

集合 

同上 

9 月～11 月  Ⅴ-5 実習 ・大垣市民病院(NICU/小児病棟/外来) 

(大垣) 

・岐阜県立岐阜希望が丘特別支援学校 

(岐阜) 

・第二いぶき パストラルいぶき (岐阜) 

・特定非営利活動法人在宅支援グループみ

んなの手(多治見) 

・モゲル丸先生と元気な仲間たち (岐阜) 

・重症心身障がい児施設すこやか  (岐阜) 

  

6 左記の 6 施設の中からひとり 1 施設 1 日(６時間) 

 

臨地実習 各施設 

 

※研修会の受講方法や日程等が変更となる場合がある。その際、マナブルに登録されたメールアドレスへ研修の変更内容を配信するため、適宜確認する。 

※看護協会会員は、【キャリナース】の個人情報がマナブルに連携しているため、必ずキャリナースの個人情報を変更する。 

 

11 修了認定 

  本研修は 5 単位 合計 78 時間のすべての科目を修了した者に修了書を発行する。 

なお、やむを得ない理由により、当該年度に修了できなかった者については、猶予期間を与える。受講開始年度から 2 年以内に残りの科目もしくは単元を受講することで修了認定する。 

 

12 経費 

・研修会の実施に要する経費は主催者が負担する。 

・受講に要する費用（交通費・食費・宿泊費等）および受講に必要なコピー代等は受講者の負担とする。 

・オンライン受講に係る通信料金は受講者の負担とする。 

 

〇 受講に関する注意事項 

１ 講義について 

・講義時間は原則として、9 時 30 分～12 時 30 分、13 時 30 分～16 時 30 分とする。 

・講義開始 5 分前には受講態勢を整え、着席のうえ静かに待機すること。 

・主たる教室は「岐阜県県民ふれあい会館 1 棟 5 階 特別研修室」とするが、都合により変更する 

場合がある。会場入口の掲示板にて当日の予定を確認すること。 

・オンライン講義はカリキュラムに沿って配信するため遡って視聴することはできない。 

 

２ 受講態度について 
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 ★集合研修の場合★ 

 ・常時名札を着用する。 

 ・講義に関する質問は、講義時間内に行い、生じた疑問や不明な点はその場で解決する。 

 ・受講中は、携帯電話の電源を切る。 

  

★オンライン配信研修の場合★ 

・受講者 1 名につき、1 台ずつパソコンを用意すること。 

・カメラ・マイク・スピーカーが内蔵されたパソコンを用意すること。また、講義中はチャットで資料等の送受信を行うため、タブレット・スマートフォンは不可 

・オンラインによる講義は Zoom を使用して実施する。受講環境は受講者の責任において確保すること。 

・推奨システム要件を確認し、安定した通信環境（有線接続を推奨）で受講すること。 

・使用機器はバッテリー切れ等が生じないよう管理すること。 

・主催者の責によらない理由で接続できない場合、または一定時間以上ログアウト状態が続いた場合は、いかなる理由でも修了を認めない。 

・受講場所は他人の出入りがなく、集中して受講できる室内とする。車中での受講は禁止する。 

・受講中に顔が映るように適宜画面のカメラを調節すること。 

・バーチャル背景や、ぼかし機能は、接続負荷の増大により通信が切断される可能性があるため使用を禁止する。 

・背景には個人情報が映り込まないよう十分注意し、可能な限り無地の壁面等を背景とすること。 

・講義資料については各自事前にプリントアウトし、手元に準備しておくこと。 

・講義中は、私語、携帯電話での通話・メール操作、受講に関係のない行為（テレビ視聴、インターネット閲覧、パソコン操作、喫煙、寝転がる等）を行ってはならない。 

・全課程を受講し、所定の課題（アンケート・感想等）を期限までに提出すること。 

 

３ 出欠席について 

 ・やむを得ない理由で欠席する場合は速やかに連絡し、その後について相談すること。 

・遅刻・早退・中抜けは原則として欠席とみなす。 

・猶予期間内に講義の未受講分を修了できなかった場合は、修了認定の対象としない。 

 

4 その他 

・講義時間以外にオリエンテーション、開講式、閉校式がある。 

・貴重品は自己管理し、研修会場内に放置しない。 

 ・研修会の録画・録音・キャプチャー・スクリーンショット等や、研修内容等の SNS への投稿をしない。 

  


